
                                  

 

平成 19 年 5 月 7 日 

非水系溶剤型帯電防止剤を開発 
～機能性フィルムや食品包材向け接着剤に直接添加して使用可能～ 

 

 

アルテック エーピーエス株式会社（代表取締役社長：阪口則之、本社：東京都新宿区四

谷 4-4-1YM 新宿ビル 6 階、以下 APS）は、有限会社ファインテック研究所（代表取締役：

林寛治、本社：東京都中央区東日本橋 3-8-1）と共同で、非水系溶剤型帯電防止剤「SAT-S-01」

（特許出願中）を開発いたしました。 

 

【開発の背景】 

APS は、これまで食品包材や電子部材向けの水系帯電防止剤（商標：BONDEIP）を開発・

販売し、お客様より長年ご好評をいただいております。 

 

今回開発した SAT-S-01 は、添加型の非水系帯電防止剤であり、生産性に優れた画期的な

新商品です。プラスチックフィルムのドライラミネーション工程において、溶剤型接着剤

に直接添加して使用できる非水系帯電防止剤の開発を求めるお客様からの強い要望にお応

えするものです。溶剤型接着剤に添加して使用することで印刷・コーティング工程の短縮

を図ることができ、コスト低減が可能となります。 

開発にあたっては、主成分には有害性の強いトルエンを避け、酢酸エチルを用いること

で、環境にも配慮しております。 

 

SAT-S-01 の主成分は酢酸エチル溶液で、エーテル型、エステル型いずれの溶剤系ドライ

ラミネート用接着剤にも添加して使用できます。標準的な添加量は、主剤である接着剤の

5％～8％と、10％以下でも十分な帯電防止性を発揮します。さらに、SAT-S-01 はドライラ

ミネートする基材フィルム、シーラントフィルムのいずれにも練り込む必要がありません。

接着剤自体にイオン導電性が付加され、ラミネートフィルム表面での摩擦帯電の発生を効

果的に抑制することができます。 

 

【SAT-S-01 の主な特長】 

・ 添加型なので、加工現場で接着剤と混ぜることができる。 

・ 非水系イオン電導型なので、空気中の湿度に関係なく帯電防止効果を発揮し、長期にわ

たり効果を持続できる。 

・ 無色透明なので、プラスチックフィルムの外観を損なわない。 

・ 溶剤型なので、作業性・生産性に優れている。 
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・ ノントルエンタイプなので、酢酸エチルに添加できる。 

・ 添加量が少ないため、接着剤本来の接着強度を損なわない。 

 

以 上 

 

 

【本製品および本件に関するお問い合わせ先】 

アルテック エーピーエス株式会社 

ファイン事業部 前谷、嶋田 

電話:03-5363-3001 FAX:03-5363-0941 

メールアドレス 

maetani@altech.co.jp

shimada@altech.co.jp

 

 

【会社の概要】 

 

総販売元 
＜アルテック エーピーエス株式会社＞ 
代 表 者 ： 代表取締役社長  阪口 則之 

本社所在地： 東京都新宿区四谷 4-4-1YM 新宿ビル 6 階 

資 本 金 ： 1 億円 

事 業 内 容 ： パウチ製袋機、フィルム製造機、各種チューブ製造機・包装機器 

帯電防止システム、グラビア印刷機、フレキソ印刷機 

印刷機関連刷版・製版システム等の輸入・販売 

 

 

技術監修 
＜ファインテック研究所＞ 
代 表 者 ： 代表取締役社長  林 寛治 

本社所在地： 東京都中央区東日本橋 3-8-1 
 
 
製造元 
＜日本純薬株式会社＞ 
代 表 者 ： 代表取締役社長  小野 憲彦 

本社所在地： 東京都中央区日本橋本石町 3-3-4 
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